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結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

◆
表
彰
受
賞
商
工
会
◆

共
済
事
業
優
良
商
工
会

（
年
度
実
績
表
彰
）

①
新
規
加
入
上
位
商
工
会

　

七
ヶ
宿
町
商
工
会

　

玉
造
商
工
会

　

栗
原
南
部
商
工
会

　

み
や
ぎ
北
上
商
工
会

②
加
入
率
増
加
上
位
商
工
会

　

七
ヶ
宿
町
商
工
会

　

玉
造
商
工
会

　

栗
原
南
部
商
工
会

　

栗
駒
鶯
沢
商
工
会

が
認
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。更
に
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
力

強
化
を
推
進
す
る
た
め
、
宮
城
県

小
規
模
事
業
者
伴
走
型
支
援
体
制

強
化
事
業
に
よ
る
専
門
家
派
遣
制

度
等
を
活
用
し
、
昨
年
度
を
上
回

る
千
五
十
七
件
の
経
営
計
画
の
策

定
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
事
業

承
継
に
関
す
る
実
態
調
査
や
セ
ミ

ナ
ー
、
個
別
相
談
会
の
開
催
な
ど

事
業
承
継
の
円
滑
な
取
り
組
み
等

を
支
援
し
た
。」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
平
成
三
十
年
度
の
共

済
事
業
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
商
工
会
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
河

南
桃
生
商
工
会
阿
部
会
長
を
議
長

に
選
出
し
、
提
出
さ
れ
た
平
成
三

十
年
度
事
業
報
告
や
収
支
決
算
な

ど
の
四
議
案
は
慎
重
な
る
審
議
の

令
和
元
年
度
の
本
会
通
常
総
会

が
、
五
月
三
十
日
、
ホ
テ
ル
白
萩

に
お
い
て
、
相
樂
東
北
経
済
産
業

局
長
（
代
理
・
渡
邉
産
業
部
長
）、

村
井
宮
城
県
知
事
（
代
理
・
佐
藤

経
済
商
工
観
光
部
次
長
）、
佐
藤

宮
城
県
議
会
議
長
（
代
理
・
只
野

副
議
長
）、
郡
仙
台
市
長
（
代
理
・

岩
城
経
済
局
次
長
）
を
は
じ
め
来

賓
多
数
出
席
の
下
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

佐
藤
会
長
は
開
会
挨
拶
で
、「
東

日
本
大
震
災
被
災
商
工
会
等
に
対

す
る
継
続
的
な
支
援
を
最
優
先
課

題
と
し
て
掲
げ
、
国
等
関
係
要
路

に
対
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
支
援
制
度
の
創
設
や
復
興
期

間
の
延
長
な
ど
に
つ
い
て
陳
情
・

要
望
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
商

工
会
の
経
営
発
達
支
援
計
画
に
つ

い
て
は
、
東
北
経
済
産
業
局
と
連

携
し
、
商
工
会
の
実
情
に
合
わ
せ

た
個
別
相
談
会
を
開
催
し
策
定
を

支
援
し
た
結
果
、
県
下
全
商
工
会

挨拶をする佐藤会長

30年度の事業報告等 4議案について審議

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
計
画
策
定

支
援
に
よ
る
経
営
力
強
化
を
推
進

︱
令
和
元
年
度
通
常
総
会
︱

【過去の事例から学ぶ　BCPセミナー in仙台】
日時： 8 月 2 日㈮　13時30分〜 16時
場所：宮城県庁　 1 階　みやぎ広報室
内容：過去の事例から学ぶ教訓、宮城県におけるBCP整備の必

要性、習熟度に応じたBCPポイント
締切： 7 月26日㈮　（定員70名）

【過去の事例から学ぶ　BCPセミナー in大崎】
日時： 8 月 5 日㈪　13時30分〜 16時
場所：大崎合同庁舎　 5 階　501会議室
内容：過去の事例から学ぶ教訓、宮城県におけるBCP整備の必

要性、習熟度に応じたBCPポイント
締切： 7 月29日㈪　（定員40名）

【企業BCP策定セミナー】
日時： 9 月 6 日㈮　10時〜 17時
場所：宮城県庁　 2 階　第二入札室
内容：「みやぎモデル」を使った企業BCPの策定方法
締切： 8 月30日㈮　（定員30名）

【個別相談会・BCP訓練セミナー】
日時： 9 月13日㈮　個別相談会　　　　 9 時〜 12時
　　　　　　　　　BCP訓練セミナー　14時〜 17時
場所：三井住友海上仙台ビル　会議室
締切： 8 月30日㈮　（定員　個別相談会 6 社、セミナー 20名）

主催：宮城県、MS&ADインシュアランスグループホールディングス㈱
共催：宮城県商工会連合会、宮城県商工会議所連合会

宮城県中小企業団体中央会、公益財団法人みやぎ産業振興機構
詳しくは、宮城県中小企業支援室（TEL022-211-2742）まで

BCPセミナー開催のご案内（参加料無料）

この度、商工会関係で次の方が旭日単光章
を受章されました。晴れの栄誉に輝かれたこ
とをお祝い申し上げます。

令和元年度 春の叙勲

須　

藤　

彌
代
治
氏

（
南
三
陸
商
工
会　

前
会
長
）

澤　

村　

文　

雄
氏

（
石
巻
か
ほ
く
商
工
会　

前
会
長
）
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サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

【 8月・ 9月の出張相談会開催予定】

場所 開催日

県大河原合同庁舎（大河原町） 8 /20㈫、 9 /17㈫

県大崎合同庁舎（大崎市古川） 8 /15㈭、 9 /19㈭

県栗原合同庁舎（栗原市築館） 8 /16㈮、 9 /20㈮

県石巻合同庁舎（石巻市）
8 / 6 ㈫、 8 /27㈫、
9 /10㈫、 9 /24㈫

県登米合同庁舎（登米市迫町） 8 /15㈭、 9 /19㈭

県気仙沼合同庁舎（気仙沼市） 8 /21㈬、 9 /18㈬

■開設時間：午前10時～午後 4 時
■定　　員：各日とも 5 名まで（お一人あたり 1 時間の

相談です）
【主催・申し込み・お問い合わせ】

よろず支援拠点では“出張相談会”を開設します！
お近くの会場であなたの悩みをご相談下さい。

県内5会場にて
「事業承継啓発セミナー・個別相談会」を

開催します!
本会では、8月26日から30日の 5日間、県内 5ブロッ
クを会場に、「事業承継啓発セミナー・個別相談会」
を開催します。本セミナーでは、事業承継時に必要と
される経営上の事前対策や具体的事例についてご紹介
いたします。尚、セミナー終了後は、個別相談会（要
事前予約）を行いますので、多くの方のご参加をお持
ちしております。
■開催日・場所
　【仙南ブロック会場】
　　令和元年 8月26日㈪　名取市商工会館
　【中央ブロック会場】
　　令和元年 8月27日㈫　くろかわ商工会大和事務所
　【大崎ブロック会場】
　　令和元年 8月28日㈬　大崎商工会本所
　【栗原・登米ブロック会場】
　　令和元年 8月29日㈭　登米中央商工会本所
　【三陸ブロック会場】
　　令和元年 8月30日㈮　河北総合センタービッグバン
■時間（各日共通）
　（セ ミ ナ ー）午後 1時30分〜午後 3時30分
　（個別相談会）午後 3時30分〜午後 4時
■講師
　城所会計事務所　所長　城所　弘明　氏　他
■参加対象者
　県内商工会会員事業所　等　　
※お申込みはお近くの商工会までお願いします。

【相談内容】
●新在留資格「特定技能」についての相談
●外国人採用に関する一般的な相談（在留資格、採用可能な職種・業種など）
●外国人の募集・採用で気をつけること、注意点
●外国人を雇用するにあたっての就労ビザ申請、就労までの手続きについての相談
●出入国在留管理局への申請手続きの相談
●外国人採用後の定着に関する相談
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去
る
四
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で

の
三
日
間
、
中
小
企
業
大
学
校
仙

台
校
に
お
い
て
、
新
た
に
任
用
し

た
職
員
十
八
名
を
対
象
と
し
た
新

任
職
員
研
修
を
実
施
し
た
。

本
研
修
は
、
商
工
会
職
員
と
し

て
必
要
な
業
務
知
識
や
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
等
の
習
得
を
通
じ
、
信

頼
さ
れ
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に

開
催
。
今
年
度
は
初
日
に
事
務
処

理
の
基
本
や
商
工
会
が
行
う
共
済

等
の
事
業
概
要
を
学
ん
だ
後
、
二

日
目
か
ら
は
秋
田
・
山
形
・
福
島

各
県
連
の
新
任
職
員
が
加
わ
り
、

総
勢
四
十
二
名
参
加
に
よ
る
合
同

研
修
を
行
っ
た
。

合
同
研
修
で
は
、
全
国
商
工

会
連
合
会 

榎
本
総
務
企
画
部
長

よ
り
「
商
工
会
職
員
と
し
て
の

心
構
え
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
商
工
会
の
役
割
等
に
つ
い
て
、

H
earty

り
ぃ
〜
す
仙
台 

若
山
代

表
よ
り
「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
義
い
た

だ
い
た
。

受
講
者
は
、
商
工
会
業
務
の
具

体
事
例
や
、
業
務
に
即
活
用
で
き

る
内
容
の
講
義
を
熱
心
に
聴
講

し
、
研
修
後
に
は
「
商
工
会
で
働

く
こ
と
の
意
義
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
り
、
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
っ
た
」、「
商
工
会
の
仕
事
は
人

と
の
つ
な
が
り
が
大
切
。
会
員
と

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」等
、

真
剣
か
つ
意
欲
溢
れ
る
感
想
が
得

ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
っ
た
。

ま
た
、
講
義
内
で
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
休
憩
時
間
内
に
は
、
他

県
の
商
工
会
の
取
り
組
み
や
、
実

際
に
見
た
先
輩
職
員
の
会
員
事
業

所
へ
の
支
援
に
つ
い
て
活
発
な
情

報
交
換
が
行
わ
れ
、
自
ら
が
関
わ

る
業
務
に
対
す
る
知
識
や
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

本
会
で
は
今
後
も
、
支
援
人
材

育
成
の
た
め
、
新
任
職
員
を
対
象

と
し
た
税
務
や
経
理
、
情
報
化
等

の
研
修
や
、
全
職
員
を
対
象
と
し

た
支
援
能
力
向
上
に
係
る
研
修
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

会
員
を
支
援
す
る
た
め
の

知
識
や
心
構
え
を
学
ぶ

︱
新
任
職
員
研
修
会
を
実
施
︱

経営指導員の声
常に経営力向上のために積極

的に取り組んでいる事業所で、
本事業についても３度の採択に
より新たな顧客の開拓につなげ、
事業目標を達成しております。
今後も経営支援体制の強化を図
りながら伴走型支援に努め、事
業所発展に貢献して参ります。

若柳金成商工会  佐々木  和宏

補助金を活用したHP

熱心に社会人としてのマナーや知識を学んだ

的
に
、
当
社
で
は
、
商
工
会
の
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
持
続
化
補

助
金
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
と
新

規
顧
客
開
拓
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
度
本

事
業
を
活
用
し
て
お
り
、
初
回
は

季
節
ご
と
の
畳
情
報
を
提
案
し
た

チ
ラ
シ
を
制
作
、
二
回
目
は
当
店

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
ミ
ニ
畳
作
り
体

験
』
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
規
顧

客
の
獲
得
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
畳
の
受
注

や
、
全
国
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
畳
の
ご
相
談
も
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
成
果
を
受
け
、
今
回
三
度

目
は
、
新
た
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
に
取
り
組
み
、
過
去
の
相
談

事
例
や
施
工
例
を
集
約
・
掲
載
す

る
こ
と
で
お
客
様
が
問
い
合
わ
せ

し
や
す
い
仕
組
み
を
構
築
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
連
動
に
よ
り
、
畳
に

よ
る
新
た
な
生
活
ス
タ
イ

ル
を
画
像
で
随
時
紹
介
す

る
こ
と
で
「
顧
客
が
求
め
る

イ
メ
ー
ジ
を
カ
タ
チ
に
し

て
く
れ
る
畳
屋
」
と
し
て
の

提
案
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、

更
な
る
顧
客
開
拓
と
販
路

拡
大
に
繋
が
っ
て
お
り
ま

す
。

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
宮
城
県
の
最
北

の
地
、
栗
原
市
で
天
保

（
一
八
三
六
年
）
の
頃
よ

り
代
々
畳
屋
を
営
ん
で
い

ま
す
。
畳
は
高
温
多
湿
の

日
本
の
風
土
に
合
っ
た
素

材
で
、
い
草
の
香
り
に
癒

さ
れ
「
ほ
っ
と
す
る
」
空

間
は
、
和
室
中
心
の
日
本

人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
洋
風
化
や
核
家
族

化
な
ど
住
環
境
の
変
化
に

よ
り
、
畳
の
需
要
は
激
減

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一

方
で
近
年
、
居
間
の
一
角

に
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
、

ま
た
住
宅
の
外
観
に
合
わ

せ
た
拘
り
の
色
や
素
材
の

発
注
等
、
個
性
的
な
オ
ー

ダ
ー
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
顧
客
の
潜
在

需
要
の
掘
り
起
こ
し
を
目

【
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
た
こ

と
で
、
事
業
概
要
が
は
っ
き
り
伝

わ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
オ
ー

ダ
ー
で
作
っ
た
家
具
に
合
う
畳
が

欲
し
い
」
な
ど
の
相
談
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導

に
よ
り
、
新
規
受
注
に
繋
が
り
ま

し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
検
索

す
る
時
代
に
合
わ
せ
た
環
境
を
整

備
し
た
こ
と
で
、「
畳
が
欲
し
い

人
」
へ
要
望
に
合
わ
せ
た
提
案
を

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
、
県
内
外
問
わ
ず
受
注

す
る
体
制
を
作
り
『
畳
と
暮
ら
そ

う
！
』
を
テ
ー
マ
に
お
客
様
に
寄

り
添
っ
た
提
案
で
、
新
し
い
畳
生

活
を
提
供
し
続
け
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：㈲只見工業所
代 表 者：代表取締役

只見　直美
所 在 地：〒 989-5501
　　　　　栗原市若柳字

川北片町 54
Ｔ Ｅ Ｌ：0228-32-3356

新
し
い
畳
の
在
り
方
を
提
案
！

新
た
な
畳
受
注
シ
ス
テ
ム
で
新
規
顧
客
の
開
拓

㈲
只
見
工
業
所
（
若
柳
金
成
商
工
会
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト �
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【
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
】

笠
原
餅
店
は
、
昭
和
二
十
二
年

黒
川
郡
大
和
町
の
宿
場
町
・
吉
岡

に
て
、
祖
父
母
が
農
業
の
副
業
を

き
っ
か
け
に
創
業
。
現
経
営
者
で

あ
る
笠
原
公
平
氏
は
三
代
目
と
し

て
事
業
を
承
継
し
、“
薪
と
釜
戸

“
で
作
る
昔
な
が
ら
の
製
法
を
守

り
な
が
ら
、「
町
唯
一
の
お
餅
や

さ
ん
」
と
し
て
地
元
密
着
型
の
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
ネ
ッ
ト
通
販
に
も
進

出
し
、
東
北
を
始
め
、
関
東
・
関

西
か
ら
も
餅
製
品
を
買
い
求
め
る

顧
客
が
定
着
し
、楽
天
市
場
で「
も

ち
菓
子
」
部
門
ラ
ン
キ
ン
グ
第
一

位
を
獲
得
す
る
等
、
全
国
的
に
知

名
度
が
向
上
し
て
お
り
ま
す
。

【
課
題
と
補
助
金
の
活
用
】

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
好
評
価
を
受

け
、
受
注
増
加
に
お
け
る
生
産
ラ

イ
ン
の
強
化
が
急
務
と
な
り
、
昔

な
が
ら
の
製
法
で
し
か
引
き
出
せ

な
い
餅
の
美
味
し
さ
や
伝
統
の
技

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現

代
の
食
品
市
場
に
お
け
る
安
全
性

確
保
に
も
十
分
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
、
も
の
づ
く
り
補

助
金
を
活
用
し
た
生
産
体
制
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
の

申
請
を
き
っ
か
け
に
事
業
計
画
策

定
を
行
っ
た
こ
と
で
、
自
社
製
品

の
方
向
性
、
販
路
拡
大
へ
の
課
題

も
見
え
た
こ
と
か
ら
、
新
製
品
の

開
発
に
も
着
手
し
、「
和
ス
イ
ー

ツ
」
の
開
発
と
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
図
る
た
め
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
を
活
用
し
、
贈
答
用

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
や

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
動
画
の
制
作

を
行
っ
た
結
果
、
自
社
製
品
の
ブ

ラ
ン
ド
力
や
訴
求
力
の
強
化
が
図

ら
れ
、
商
談
会
等
で
の
新
た
な
取

引
先
の
確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
連
携
】

商
工
会
に
は
、
各
補
助
金
申
請

の
ほ
か
、
資
金
計
画
や
設
備
投
資

計
画
、
生
産
性
向
上
計
画
等
の
事

業
計
画
策
定
を
支
援
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
計
画
実
施
中
に
も
進
捗

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
事
業
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
支
援
い

た
だ
く
等
、
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。更

に
、
各
種
商
談
会
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
情
報
を
随
時
提
供
い
た
だ

く
等
、商
工
会
が
懸
け
橋
と
な
り
、

新
た
な
販
路
拡
大
へ
繋
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
回
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

機
械
化
に
よ
る
伝
統
的
製
法
の
確

立
と
生
産
ラ
イ
ン
の
拡
充
が
図
ら

れ
た
こ
と
で
、
地
元
の
食
材
（
そ

ば
、
山
菜
、
き
の
こ
等
）
を
使
っ

た
商
品
開
発
に
も
注
力
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
に
加
え
、

商
談
会
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

大
手
百
貨
店
等
の
取
引
の
拡
大
を

目
指
す
と
と
も
に
、
更
な
る
生
産

性
向
上
の
実
現
に
よ
り
、“
薪
と
釜

戸
で
作
る
和
ス
イ
ー
ツ
”
の
ブ
ラ

ン
ド
確
立
を
図
り
、
次
世
代
へ
の

事
業
承
継
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ネット販売でも人気商品となっている「ずんだ餅」

「薪と釜戸」で作る昔ながらの製法

元気な事業所紹介

「昔ながらの製法を次世代へ承継」
〜三代目・お餅やさんの飽くなき挑戦〜

笠原餅店　代表　笠原公平氏
所在地：〒981-3621　黒川郡大和町吉岡字中町45
連絡先：電話番号：022－345－3209　FAX番号：022－346－0132
ＵＲＬ：https://www.rakuten.co.jp/auc-ee-mochi/
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商工会名 イ　ベ　ン　ト　名 開　催　日 開　催　場　所
名 取 市 第34回なとり夏まつり 8/3 名取市立下増田小学校グラウンド

岩 沼 市
いぎなり冷っこいルービー飲むすぺ?!
〜せいねんぶ的地元愛in駅前広場第6杯目〜 7/20 JR岩沼駅前広場

いわぬま市民夏まつり 8/24 岩沼市役所前広場

角 田 市 第40回かくだふるさと夏まつり 8/14 角田市東仲町通り・西仲町通り・天神町通り・
西田町通り歩行者天国内、台山公園

丸 森 町 第31回斎理幻夜 8/10 丸森町斎理屋敷周辺
蔵 王 町 第107回遠刈田仮装盆踊り大会 8/14、8/15　※雨天順延8/16 蔵王町遠刈田温泉蔵王通り特設会場

七 ヶ 宿 町 七ヶ宿火まつり 8/24　※雨天順延8/25 七ヶ宿ダム自然休養公園
わらじで歩こう七ヶ宿 8/25 七ヶ宿スキー場〜七ヶ宿町役場（道中）

大 河 原 町 第47回おおがわら夏まつり 8/10　※雨天順延8/11 白石川右岸河川敷公園
柴 田 町 ザ・フェスティバルinしばた2019 8/3　※荒天順延　8/4 柴田町陸上自衛隊船岡駐屯地内
川　崎　町 2019かわさき夏まつり花火大会 8/13　※荒天順延8/14 川崎町B&G海洋センター

亘 理 山 元 2019年　わたりふるさと夏まつり 8/15　※雨天決行 亘理町鳥の海公園
すきですやまもと夏まつり2019 8/24　※雨天決行 山元町つばめの杜中央公園

みやぎ仙台 第39回　泉区民ふるさとまつり 8/31　※雨天順延9/1 仙台市泉区七北田公園
秋保温泉夏祭り 8/11、8/12　※荒天中止 仙台市太白区　秋保・里センター

多賀城・七ヶ浜 多賀城市民夏祭りザ・祭りin多賀城 8/10 陸上自衛隊　多賀城駐屯地

利 府 松 島
日本三景の日記念事業 7/21 松島海岸中央広場
松島のマルシェ 7/28 松島町文化観光交流館駐車場
松島流灯会　海の盆 8/15、8/16 松島海岸中央広場　他

く ろ か わ

おおさと夏まつり 8/3 大郷町フラップ大郷21駐車場
まほろば夏まつり 8/4 大和町まほろばホール特設会場
2019「おもしぇがらきてけさinとみや」 8/17 富谷市しんまち公園駐車場
おおひら万葉まつり 8/24 大衡村おおひら万葉クリエートパーク

玉 造
内川夏まつり 未定 大崎市岩出山住民協同館ユービック
第65回全国こけし祭り 8/30、8/31、9/1 大崎市鳴子温泉鳴子温泉神社
第56回政宗公まつり 9/7、9/8 大崎市岩出山南町商店街通、有備館の森公園

大 崎

笑じフェス 7/20 JR鹿島台駅前商店街
第39回鹿島台わらじまつり 8/14 大崎市鎌田記念ホール特設会場
2019まつやま夏まつり 8/14 大崎市松山公民館前広場
三本木夏まつり2019 8/14 大崎市鳴瀬川河川公園特設会場
おおさきジャンボ肉まつりinたじり 8/25 大崎市田尻総合体育館グラウンド

遠 田

伊達かっぱの里まつり 7月下旬 涌谷町くがね倉庫前ふれあい広場

えきフェスMISATO　2019 8/4　※雨天時はステージイベントのみ
駅東地域交流センターで実施 美里町JR小牛田駅　駅東ロータリー

第11回全日本どろんこそりレース大会in荻埣 8/4　※雨天決行 美里町中埣小学校南側特設会場
みさと花火　2019 8/14　※雨天順延8/17 美里町牛飼水辺公園

栗 原 南 部

つきだて七夕まつり 8/3、8/4 栗原市築館　駅前大通商店街
第64回泉のふるさと“たかしみず”夏まつり 8/10 栗原市高清水　桂葉清水公園前農村公園特設会場
2019せみね夏まつり 8/14 栗原市瀬峰　瀬峰公民館前特設会場

しわひめ水車まつり 8/14 栗原市志波姫　イオンスーパーセンター栗原志
波姫店北側市道おまつり広場

若 柳 金 成
金成夏まつり 8/4 栗原市金成総合支所庁舎前駐車場
若柳夏まつり流灯花火大会 8/16　※雨天等順延8/18 迫川　若柳川北河畔　他

栗 駒 鶯 沢
2019くりこま山車まつり 7/27、7/28 栗原市栗駒岩ケ崎馬場通周辺
栗原よさこいまつり 7/28 栗原市栗駒岩ケ崎山の駅くりこま駐車場特設会場
うぐいすの里夏祭り 8/14 栗原市鶯沢小学校周辺

一 迫 花 山 第25回夏まつり灯ろう流し大会 8/14 栗原市一迫小学校隣　長崎川

登 米 中 央 登米市佐沼夏祭り　前夜祭 7/27 登米市迫町佐沼　中江中央公園野外ステージ
登米市佐沼夏祭り　本祭 7/28　※雨天時は花火大会のみ順延8/4 登米市迫町佐沼　一市・八日町通り　他

みやぎ北上 とよまかっぱ市 7/25 登米市登米町遠山之里特設会場
第35回とよま明治村夏祭り 8/2（前夜祭）、8/3（本祭） 登米市登米町蔵ジアム特設会場

登米みなみ
2019YOSAKOI&ねぷたinとよさと 8/11 登米市JR陸前豊里駅前通り
道の駅米山花火まつり 8/31　※雨天順延9/1 登米市道の駅米山
2019もっこり牛まつり 8/11 登米市南方庁舎南側芝生広場

東 松 島 市
東松島市鳴瀬流灯花火大会 8/16　※雨天時花火打上のみ順延8/17 鳴瀬川河川敷
東松島夏まつり2019 8/24　※小雨決行荒天中止　順延なし JR矢本駅前周辺・商店街　外
松島基地航空祭 8/25 航空自衛隊松島基地

石巻かほく
2019サマーフェスタ・イン・かほく 8/11　※雨天順延8/18 石巻市河北総合センター
雄勝灯ろう流し 8/14 雄勝湾内
にっこり夕市 8/12（予定） 石巻市北上中学校

河 南 桃 生 和渕夏祭り 8/15 石巻市和渕水辺の楽校公園
石巻市牡鹿稲井 牡鹿鯨まつり 8/4 石巻市旧牡鹿公民館跡地
女 川 町 野外映画上映会（仮） 8/4 JR女川駅前広場（雨天時：女川町まちなか交流館予定）

南 三 陸 2019志津川湾夏まつり福興市 7/27 南三陸町旧志津川仮設魚市場周辺特設会場
第8回歌津復興夏まつり 8/4 南三陸ハマーレ歌津特設会場

令和元年度商工会地区夏のイベント情報
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副
会
長　

岡
本　

龍
太（
み
や
ぎ
仙
台
）新

〃　

桑
原　

裕
也（
み
や
ぎ
北
上
）新

理
事　

新
貝　

英
歴（
蔵
王
町
）新

最
優
秀
賞
に

阿
部
秀
一
君
（
丸
森
町
）

︱
第
二
十
六
回
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
大
会
︱

商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
が
六

月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

仙
台
で
県
下
青
年
部
員
百
三
十
三

名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下
五

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
代
表
者
が
日
頃

の
青
年
部
活
動
等
に
つ
い
て
熱
弁

を
振
る
っ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、「
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
〜

水
と
緑
と
私
た
ち
が
輝
く
町
へ

〜
」
と
題
し
、
人
口
減
少
が
進
む

町
の
魅
力
を
活
か
す
た
め
、
青
年

部
員
が
共
同
で
起
業
し
、
町
内

キ
ャ
ン
プ
場
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式

サ
ウ
ナ
を
作
る
等
地
域
の
活
性
化

に
奮
闘
し
た
経
験
を
語
っ
た
、
仙

南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
阿
部
秀
一
君

（
丸
森
町
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

八
月
二
十
九
日
に
郡
山
市
で
開
催

さ
れ
る
主
張
発
表
東
北
六
県
・
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
本
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
切
符
を
手
中
に

収
め
た
。

主
張
発
表
大
会
の
結
果
は
次
の

通
り
。

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

阿
部　

秀
一
君
（
丸
森
町
）

○
優
秀
賞

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

相
澤　
　

真
君
（
多
賀
城
・
七
ヶ
浜

）

○
最
優
秀
賞

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

山
田　

静
子
さ
ん
（
村
田
町
）

○
優
秀
賞

大
崎
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

坪
田　

豊
子
さ
ん
（
玉　

造
）

令
和
三
年
度

「
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
」

本
県
誘
致
を
承
認

︱
令
和
元
年
度
度
通
常
総
会
︱

令
和
元
年
度
宮
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
通
常
総
会
が
去
る
五

月
九
日
に
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
て
開
催
さ
れ
た
。

審
議
に
先
立
ち
、
平
成
三
十
年

度
商
工
会
女
性
部
員
増
強
運
動
で

顕
著
な
成
績
を
収
め
た
七
ヶ
宿
町

商
工
会
女
性
部
、
村
田
町
商
工
会

女
性
部
に
対
し
表
彰
状
と
記
念
品

の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、令
和
三
年
度「
第

二
十
三
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大

会
」
本
県
招
致
承
認
の
件
を
含
む
令

和
元
年
度
事
業
計
画
等
、
四
議
案
が

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

令
和
元
年
度
通
常
総
会
が
去
る

五
月
八
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ

ス
仙
台
国
分
町
に
て
開
催
さ
れ

た
。審

議
に
先
立
ち
、
平
成
三
十
年

度
商
工
会
青
年
部
員
増
強
運
動
で

顕
著
な
成
績
を
収
め
た
亘
理
山
元

商
工
会
青
年
部
に
対
し
表
彰
状
と

記
念
品
、
部
員
増
加
率
の
目
標
を

達
成
し
た
岩
沼
市
商
工
会
青
年
部

に
対
し
記
念
品
が
、
加
藤
会
長
よ

り
贈
呈
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
平
成
三
十
年

度
事
業
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業

計
画
等
の
五
議
案
は
、
原
案
通
り

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
六
号
議
案
「
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
任
の
件
」
で
は

次
の
方
々
が
選
任
さ
れ
た
。

【
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
新
役
員
】

（
敬
称
略
）

会
長　

加
藤　

仁
志（
登
米
み
な
み
）再

副
会
長　

千
葉　
　

光（
岩
沼
市
）新

去
る
六
月
四
日
ホ
テ
ル
法
華
ク

ラ
ブ
仙
台
に
お
い
て
商
工
会
女
性

部
員
研
修
会
が
百
九
十
五
名
の
部

員
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

女
性
部
主
張
発
表
大
会
で
は
、

五
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
女
性
部

活
動
等
に
つ
い
て
熱
弁
を
振
い
、

地
元
産
・
青
大
豆
を
使
っ
て
作
る

料
理
「
豆
チ
リ
」
の
販
売
を
十
年

間
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
続
け
、
部

員
同
士
の
関
わ
り
を
深
め
て
部
員

増
強
に
繋
が
っ
た
活
動
を
発
表
し

た
村
田
町
商
工
会
女
性
部
の
山
田

静
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
、
七
月
二
日
、
福
島
市
で
開
催

の
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女

性
部
主
張
発
表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
講
演
会
で
は
放
送
作
家

の
宮
内
見み

氏
よ
り
「
お
笑
い
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
・
放
送
作
家
が
教
え

る
！
お
客
様
を
『
笑
顔
に
す
る
』

話
し
方
教
室
」
と
題
し
講
演
を
い

た
だ
い
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

通常総会での集合写真

熱弁を振るう阿部秀一君

各ブロック代表の発表者の皆さん

任
期
満
了
に
伴
い
加
藤
仁
志
氏

（
登
米
み
な
み
）が
会
長
に
再
任

︱
令
和
元
年
度
通
常
総
会
︱

最
優
秀
賞
に

山
田
静
子
さ
ん（
村
田
町
）

︱
第
十
九
回
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大
会
︱

理
事　

櫻
中　

正
光（
村
田
町
）新

〃　

大
内　

秀
也（
く
ろ
か
わ
）新

〃　

鈴
木　

慎
一（
大　

崎
）新

〃　

引
地　
　

豊（
遠　

田
）新

〃　

佐
藤　

博
昭（
栗
原
南
部
）新

〃　

岩
渕　

貴
博（
登
米
み
な
み
）新

〃　

及
川　

善
弥（
南
三
陸
）新

監
事　

酒
井　

貴
紀（
亘
理
山
元
）新

〃　

大
友　

正
彦（
玉　

造
）新


